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　新型コロナウイルス感染症による学校の休業はおよそ３ヶ月も続き
ました。そして学校は無事に再開しました。しかし、第２波、第３波
も懸念されています。いつでもオンライン授業に切り替える準備はで
きているでしょうか。
　この休業中にオンライン授業を体験した先生たちは、ICT 活用に対
するイメージが大きく変わったはずです。ICT によって、子どもたち
と先生たちがつながりました。そう、目的は子どもたちとつながるこ
とであり、その手段がオンライン授業です。さらにそのためのインフ
ラが ICTなのです。
　学習動画に挑戦した先生もいるでしょう。学校のホームページでも
YouTube でもいいのですが、学習動画を掲載しておくことによって、
子どもたちの都合のいい時間にそれを視聴することが可能です。そう
いう意味ではオンデマンド授業と言うこともできます。Zoomなど
によってまさにリアルタイムで子どもたちと交流した先生もいるで
しょう。教室での授業とは違う授業技術を意識したはずです。
　この書籍は、小学校でオンライン授業をやってみようという企画の
第 2弾です。第 1弾と異なるのは、経験やツールのないところから
始めた公立学校の取り組みを中心に実践を集めたことです。
　今回もまた、1ヶ月弱で原稿を書いてくれた執筆陣と、それを見事
に整理してくれた学陽書房の山本聡子さんに心より感謝申し上げます。
いつも無理を言ってスイマセン。おかげでまた良い本ができました。

　　2020年６月
東北大学大学院情報科学研究科教授

堀田龍也

　コロナによる緊急事態宣言解除以降、自粛が遠い過去だったように、
街には人が戻ってきました。私も数ヶ月ぶりに通勤を車から電車に戻
しました。いつもの日々が戻りつつあります。
　学校も分散登校も終わり、消毒作業、授業で話し合いができないな
ど悪戦苦闘していることはあるものの、with コロナの学校がスター
トしています。少しずつ学校の日々を取り戻そうとしています。何よ
り子どもたちの笑顔に教師としての嬉しさを感じる日々です。
　しかし、「○○小学校で感染」「児童・小学校教員感染」といったニュー
スをみるたびに人ごととは思えずに、来るといわれているコロナ第２
波、第３波に備えないといけないと考えています。
　『やってみよう！小学校はじめてのオンライン授業』というオンラ
イン授業についての第 1弾の本は、オンライン授業について少し先
に始めていた学校の「個人」の実践が多く、第２弾の本書はより経験
も準備もなかったところから始めていって成果を生んだ学校の実践が
多く掲載されています。
「備えあれば憂いなし」
　という言葉があるように、備えるために本書をご一読していただけ
るとありがたいです。
　未来なんて誰にもわかりません。だからこそ、おもしろいし、興味
深いし、苦しいものです。しっかり備えて、未来をみんなで創造して
いきませんか。　

　　2020年６月
京都教育大学附属桃山小学校

樋口万太郎

経験も準備もないところから
はじめる先生方へ

新しい時代の授業技術を
つくるために
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●段階的な学校再開

　新型コロナウイルス感染症の拡大に対応した学校の休業は、私たち
の多くが経験したことがない 3ヶ月もの長い期間に及びました。学
校の休業が長引くにつれて、学力保障が次第に大きな課題となってい
きました。
　あらゆる方法を使って「子どもたちの学びを止めない」という意気
込みで、多くの学校がオンライン授業に取り組みました。それらの学
校には、これまで ICT 環境整備が進んでいたわけではないところも
ありました。普段は「ICT は苦手だから」とあまり前向きでなかった
先生たちも、子どもたちのためにオンライン授業に取り組みました。
たくさんの先生が、新しい時代の ICT活用の経験をしたのです。
　緊急事態宣言が解かれ、分散登校などによって段階的に学校が再開
しています。しかし、第 2波・第 3波も予想されています。今後も、
登校できない時間の学習保障の必要性は続きます。
　これからは、登校できる時の対面授業と、登校できない時のオンラ
イン授業によってカリキュラムをこなしていくことが求められます。
これからの授業は「ハイブリッド化」していく必要があるのです。
　まだオンライン授業の経験がない先生も、これから先に必ず経験す
ることになることでしょう。

●オンライン授業と授業づくり

　対面授業をそのままオンライン授業にしてもうまくはいきません。
対面授業のように集団が一緒の空間で学ぶことでしか得られないもの
もありますし、オンラインだからこそできることもあります。
　オンライン授業に初めて取り組む時には、先生たちがいつも行って
いる授業を、慣れないツールを使って行う難しさがあります。
　しかし、ツールは使えば慣れますし、使っているうちに特性も理解
できます。まもなく、オンラインで何を提示するか、言葉がけや作業
指示など、本質的に大切な授業づくりの方法に行き着きます。
　そしてまもなく、オンライン授業ではなかなか難しいことがあるこ
とにも気づきます。それが対面授業のよさであり、子どもたちも先生
も同じ教室にいるという、これまで当たり前だと思っていたことのよ
さの再確認なのです。
　さらには、むしろ対面授業よりオンライン授業のほうがうまくいく
こともあります。対面授業ができないので仕方なくやったことが、か
えってオンラインでうまくいくということもあったはずです。
　対面授業とオンライン授業のそれぞれの特性を活かして振り分ける
こと。これがハイブリッドの時代の授業づくりの考え方です。

●オンラインのよさは授業だけではない

　本書では「オンライン授業」と通称で書いていますが、オンライン
での実践は、朝の会などの学級活動も多くあります。むしろそちらの
ほうが多いぐらいです。在宅等で家庭学習に取り組む子どもたちに対
して、生活や学習の支援に必要なコンタクトをとるためにオンライン
を用いることは、いずれも広くオンライン授業と考えてよいでしょう。
子どもたち同士あるいは先生との「つながり」をオンラインで確保す
るだけのことなのです。　　　　　　　　　　　　　              （堀田龍也）

対面授業とオンライン授業
の「ハイブリッド」を
目指す
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【オンライン授業チェック表】

● オンライン授業を始める時
　□　各家庭の様子
　□　子どもたちの性格
　□　保護者と取り組むのか１人で取り組むのか
　□　情報端末機器をサポートしてくれる人はいるのか

● オンライン授業を始めた後
　□　オンライン授業に参加しない子
　□　常にビデオオフの子
　□　常にマイクミュートオフの子
　□　課題や提出物を提出できない子
　□　子どもたちの学力
　□　情報端末機器の操作で困っている子はいないか

●始める時に把握したい子どもの状況

　マイクをオンにしていると各家庭の生活音、ビデオをオンにしてい
ると各家庭の様子が見えるなど、オンライン授業は各家庭のプライ

ベートなところまで入りこみます。Zoomを使った授業をしている
時に、兄弟喧嘩の声が入ったこともあります。後ろで、テレビを見て
いる保護者も見えたことがあります。だから、各家庭の様子や子ども
たちの性格を把握しておくことが大切です。
　各家庭の様子や子どもたちの性格を考慮して、
　◦必ずビデオをオン
　◦必ずマイクはオン
ということをしていません。大切な話をする時はビデオオンにするよ
うに言っていますが、基本的に「顔はできる限り見せてね」と言うに
留まり、子どもたちにオンにするのか・オフにするのかは任せるよう
にしています。バーチャル背景も１回目の時に使い方を教えるように
しています。

●始めた後に把握したい子ども状況

　コロナ対応の自粛期間中にオンライン授業に参加しない子がいまし
たが、参加できない事情がわからないことが多かったので、数日、そ
の様子が続くのであれば、連絡を入れ、フォローをするようにしてい
ました。課題や提出物を提出できない子も同様です。そもそも参加し
ない子もいます。連絡を入れ、最大限のフォローをすることが大切で
す。
　「顔を他の人に見られたくない、恥ずかしい」という理由で常にビ
デオオフにしている子は高学年になるにつれて増えてきます。そう
いった気持ちも大切にしてあげましょう。
　情報端末機器の操作で困っている子もいます。授業中に解決するこ
とができる時もあれば、できない時もあります。そういう時は、やは
り連絡を入れ、フォローをすることが大切です。

（樋口万太郎）

オンライン授業で
把握したい
子どもの状況　
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●学習課題のメール配信から動画配信へ

　休校中の学習課題は、学校ホームページや保護者への一斉メール配
信を通じて周知しました。休校当初は、各家庭で印刷して学習するプ
リント教材のデータを掲載し、毎週、既習事項の復習を指示しました。
　新学年の教科書や副教材配付後は、未習事項の学習を進めるために、
家庭で個別に行う学習を支援する動画を作成して配信しました。

●子どもの意欲をサポートする学習動画を

　復習プリント中心の家庭学習では、教材を大量に印刷する保護者の
負担や印刷環境がない児童の学習機会の損失、本来学習すべき内容が
未履修となり学習が停滞してしまうことなどが心配されました。
　教科書や副教材を活用しても、学習するページを指定しただけでは、
児童の学習意欲を喚起したり持続させたりすることが難しいという問
題も加わり、それらを解決しようと学習動画の配信を開始しました。
　いかに教師がうまく解説するかに注力して作成した１本目の動画を
児童の視点で視聴してみると、一方的に解説される映像を流し見るだ
けで、書く・話す等の学習活動が設定されていないことに気づきました。　　
　一方向の動画配信型学習であっても、児童自身が、「どのような考
えを持っているか」や、「何をどの程度できるようになったか」を自覚

できるような課題の設定と学習活動の工夫が必要でした。

●短時間の学習動画でも毎回アウトプットする機会を設定

　一方向の動画配信型学習でも、これまで教室で行ってきた教科書と
ノートを基本とした対話型の授業や雰囲気を可能な限り維持し、様々
な方法で授業の始めと終わりにアウトプットの機会を設けました。

   
　児童は、動画の中で投げかけられる教師からの問いに答えたり、自
由につぶやいたりと、発言しながら学習を進めていたようです。
　学習動画の再生回数は、1本あたり平均 2.3 回となり、多くの児童
が複数回動画を視聴して学習していました。

（髙橋あゆみ）

実践7  視聴するだけで
終わらせない動画授業
学習活動の工夫

学習動画を作成・発信する取り組み

アウトプットの方法 始 終
既有の知識や経験を問う発問への回答 ○
既習事項を問う発問への解答
・前時に使用した資料やスライドの一部を隠した問題
・フラッシュ型教材
（読み上げ、選択回答、名称回答・穴埋め回答・○×回答）

○ ○

無音で再生されるスライド、動画、アニメーション等の資料にナレーション
を付ける
・1 巡目：無音で再生される資料を見て解説文を考える
・2 巡目：資料の再生に合わせて児童が説明する
・3 巡目：教師の説明例を視聴し、答え合わせをする

○ ○

図だけでまとめる→次回学習時に図に説明文を書き込む ○ ○
視写（教科書の文章や図、教師が例示した資料を書き写す） ○
聴写、ディクテーション（教師の読む文章を書き取る） ○ ○
復唱、シャドーイング（例文に続いてもしくは重ねて発音） ○ ○
動作化（詩や物語の劇化、英単語の動詞や前置詞の動作化） ○ ○
振り返り・学習感想・学習日記を書く ○
学習してわかったことを家族や友だち等の他者に伝達・説明 ○
自作のテストづくりと解答（ノートに単元テストのページを見開きで設け、
毎時間学習の最後に自分にとって重要な内容を１～３つ選び問題を作成→単
元終了時自分で解答、丸付け）

○

Microsoft Forms や Google フォームを使ったクイズ、テストへの解答と
自動採点 ○


